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　「全国よい仕事研究交流集会2018」を2018年３月３日（全体会：ベルサール秋葉原、

参加者565人）、３月４日（分散会TKP品川カンファレンスホール、参加者466人）で開

催しました。本号では、全体会の様子を掲載しています。

　本集会は、「協同労働が法制化される時代　いのちと社会に向き合う協同労働・よい

仕事とはなにか、その深化・発展のプロセスをみんなで考える」をテーマに開催しました。

　それぞれの挨拶、記念講演、リレートーク、地域報告につきましては、本誌をご覧い

ただければと思います。また集会内で、「ワーカーズ　被災地に起つ」の映画視聴を行

ないましたが、その中身は、協同の發見誌３月号（304号）をご覧ください。

　本集会の学びとして、「協同労働がいのちと社会に向き合う働き方として、関係性を

大切にしながら、地域・社会をつくること」であったように思います。そして「よい仕

事観」は、一人ひとりが実践のなかで紡ぎ出すことを通じて、発見し、深めるものであ

ると思いました。

　「よい仕事観」の変遷は、協同の發見誌282号（2016年５月号）に永戸祐三労協連理事

長（当時）へのインタビュー（P.124 - P134「協同労働の協同組合の『よい仕事観』の変

遷」や、協同の發見誌294号（2017年５月号）の特集リード文（P.4 - P.6）で取り上げて

います。私は５年間、全国よい仕事研究交流集会を特集テーマに組み、編集した立場か

ら考えたときに、一人ひとりにとっての「よい仕事観」を深める必要性とともに、ワー

カーズコープとして、どのような「よい仕事観」の現状があるのかを研究所として明ら

かにしたいと考えました。

　そこで、センター事業団の15の事業本部の事務局長にお願いして、２日目の分散会

に選出された事業所の推薦理由（16項目）に当てはまるもの全てにチェックを入れてい

ただきました。結果、「労働者の変化・成長があった」（42票）「地域の声を聞く取り組み」

（33票）「団づくり（職場づくり）」（29票）が上位３つの理由でした。つまり事業本部事務
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局長から見る、「よい仕事」の基準や評価は、「働く仲間の団結、変化、成長、地域と共

に歩む社会連帯」にありそうです。そしてこれはよい仕事研究交流集会の記載フォーマッ

トと深く関わっています。（分析結果は、本号「『全国よい仕事研究交流集会2018』で

報告した事業所の推薦理由から見えるよい仕事の基準』とは」をご参照ください。）

　今後、経年で見て行かなければ傾向が見えてきませんが、社会情勢や協同労働の協同

組合運動が深化・発展する過程で、「よい仕事」の基準がどのように変化していくのかを、

来年度のよい仕事研究交流集会でも検討したいと思います。

　全国のワーカーズコープで働く13,000人が全員、本集会に参加できませんでしたの

で、本集会の学びを本号を通じて共有し、一人ひとりないし事業所全体として「よい仕

事観」を発見・深化する契機にしていただければ嬉しく思います。

 （協同総合研究所　事務局長　相良 孝雄）
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■資料 全国よい仕事研究交流集会の経過

年 月日 集会名 会場 参加
人数 スローガン 記念講演・パネラー

（敬称略）

1989 5/19. 20 よい仕事研究交
流集会

大 学 生 協 渋
谷会館 208人

1990 10/18. 19

団づくり・よい
仕事研究交流集
会（第八期事業
団学校）

社 会 文 化 会
館・ 全 共 連
ビル

富澤賢治（一橋大学）
庄司興吉（東京大学）

1992 2/17. 18 よい仕事研究・
交流集会

箱 根： ホ テ
ル南風荘 176人 内山哲郎（工学院大学）

1993 11/23. 24 よい仕事研究交
流集会

愛 知 県 労 働
者 研 修 セ ン
ター

201人
人と地域に価値あるあらゆる仕
事の事業化　団員一人ひとりの
成長、能力の向上

池上惇（京都大学）

2010 10/16. 17 よい仕事研究交
流集会

日本教育会館

分散会

622人

584人

協同労働によるよい仕事は　労
働と仕事の未来に新たな展望を
切り拓くか
－仕事・労働の過去と現実をつき
つめ、その人間的な未来を探る

村上智彦（夕張希望の杜） 
宮崎隆志（北海道大学）
大山典宏（埼玉県職員）

2011 10/15. 16 全国よい仕事研
究交流集会2011

狭山市民会館
/東 京・ 豊 島
公会堂

分科会を開催

479人

501人

地域をよみがえらせる、ゆたか
にする
今こそ、市民の仕事おこしとよ
い仕事を

大江正章（コモンズ代表）
吉原毅（城南信用金庫理
事長）
植田和弘（京都大学大学
院教授）

2012 9/22. 23 全国よい仕事研
究交流集会2012

ニーショーホー
ル/日本教育会
館・サンシャイ
ンカンファレン
スホール

分科会を開催

480人

520人

市民の協同の手による生活圏の
創造

田中淳夫（農業生産法
人・株式会社銀座ミツ
バチ代表取締役会長）
青山裕史（油藤商事株式
会社専務取締役）

2014 2/15. 16 全国よい仕事研
究交流集会2013

日本教育会館

分科会を開催

276人

363人

「協同労働の『よい仕事おこし運動』
を職場から地域へ』
〜人が育ち・学び・つながる、地域
がつながり、みんなで支え合う本物
の豊かさを、自分たちで作りだす、
地域の文化と仕事の創造へ〜

天童荒太（作家）
中村桂子（JT生命誌研究
館館長）

2015 2/28. 3/1 全国よい仕事研
究交流集会2015

日本教育会館 534人

「はたらくことは人を命につなぐ
もの　社会的孤立と排除に抗し、

『ともに生きる』地域をつくる―
自らの果たすべき役割を問う―

山崎史郎（内閣官房まち・
ひと・しごと創生本部地
方創生総括官）
佐藤博（厚生労働省社会・
援護局総務課課長補佐、
生活困窮者自立支援室）
丹羽健司（矢作川水系森
林ボランティア協議会代
表、木の駅アドバイザー）
鈴木敬一、小野寺寛一（宮
城県登米市地区長）
向谷地生良（浦河べてる
の家理事、北海道医療大
学教授）

分散会を開催
（日本教育会館/
TKP市ヶ谷カン
ファレンスホール/
TKPガーデンシ
ティ）

508人

2018年４月13日　現在  
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年 月日 集会名 会場 参加
人数 スローガン 記念講演・パネラー

（敬称略）

2016 2/27. 28 全国よい仕事研
究交流集会2016

ニ ー ショ ー
ホール

分 散 会： 明
治大学

645人

592人

市民の手、市民の主体的力によ
る新しい地域、新しい社会づく
りは可能か　協同労働・社会連
帯による地域からの新しい生活・
文化運動の創造へ

佐伯康人（パーソナルア
シスタント青空代表）
山崎史郎（内閣官房まち・
ひと・しごと創生本部地
方創生総括官）
大高研道（聖学院大学教
授）
板持周治（島根県雲南市
政策企画部地域振興課
統括主幹）

2017 2/25. 26 全国よい仕事研
究交流集会2017

ニ ー シ ョ ー
ホール

分 散 会： 明
治大学

601人

497人

市民自らが地域・社会をつくる
時代を切り拓く― 社会連帯経営
の深化が「よい仕事」の全面的
発展を促す

関野吉晴（探検家、人類
学者、医師、武蔵野美
術大学教授）
大高研道（明治大学教
授）
伊藤勲（認定NPO法人や
まぼうし理事長）

2018 3/3. 4 全国よい仕事研
究交流集会2018

ベ ル サ ー ル
秋葉原

分散会：
TKP品川カ
ンファレンス
ホール

565人

466人

協同労働が法制化される時代　
いのちと社会に向き合う協同労
働・よい仕事とはなにか、その
深化・発展のプロセスをみんな
で考える

内山節（哲学者、前立教
大学大学院教授）
大高研道（明治大学教授）
森康行（映画監督、映画

『ワーカーズ　被災地に
起つ』上映）
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